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発
展
途
上
の
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
の
都
市
部
の
大
衆

交
通
手
段
は
小
型
乗
用
車
や
小
型
バ
イ
ク
が
非
常
に
多

く
利
用
さ
れ
て
お
り
、
都
市
部
の
交
通
渋
滞
の
原
因
に

な
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
排
気
ガ
ス
に
よ
り
深

刻
な
大
気
汚
染
を
招
い
て
い
る
国
が
多
い
。
そ
の
解
決

策
と
し
て
大
衆
高
速
交
通
手
段
と
し
て
の
地
下
鉄
道
の

建
設
が
東
南
ア
ジ
ア
各
国
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
台
北

市
都
会
部
の
地
下
鉄
建
設
は
一
九
八
七
年
か
ら
始
ま
り
、

す
で
に
二
八
年
に
わ
た
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。

現
在
、
台
北
市
都
会
部
の
地
下
鉄
路
線
は
一
三
路
線
が

運
営
さ
れ
て
お
り
、
三
路
線
が
現
在
建
設
中
で
、
さ
ら

に
、
三
路
線
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
紹
介
す
る

台
北
市
地
下
鉄
松
山
線
は
大
手
銀
行
や
証
券
取
引
所
の

あ
る
金
融
街
を
通
過
す
る
重
要
な
路
線
で
あ
り
、
一
日

あ
た
り
二
〇
万
人
の
利
用
客
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

台
北
市
地
下
鉄
松
山
線
Ｃ
Ｇ
五
九
〇
Ａ
工
区
は
板
南

線
分
岐
部
と
北
門
駅
の
間
の
延
長
一
五
六
・
五
㍍
、
北

門
駅
か
ら
中
山
駅
の
間
の
延
長
一
、一
〇
四
㍍
、
中
山

駅
か
ら
松
江
南
京
駅
の
間
の
延
長
九
三
六
・
六
㍍
に
仕

上
り
、
内
径
五
・
六
㍍
の
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
各
二
本

の
計
六
本
の
ト
ン
ネ
ル
、
延
長
一
六
三
㍍
の
開
削
ト
ン

ネ
ル
、
既
存
駅
の
増
設
と
し
て
松
江
南
京
駅
部
二
〇
二

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介

工
事
概
要

世界で活躍する日本の建設企業 台湾

Taipei

共
産
党
と
対
立
し
蒋
介
石
と
と
も
に
移
り
住
ん
で
き
た

外
省
人
と
、
異
な
る
歴
史
を
持
つ
人
々
が
対
立
す
る
こ

と
な
く
暮
ら
し
て
い
る
。
台
湾
で
は
特
に
近
年
に
お
い

て
世
界
的
に
も
高
い
生
産
力
を
も
つ
電
子
部
品
の
輸
出

が
経
済
力
の
源
と
な
っ
て
お
り
、
世
界
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
部
品
の
供
給
に
欠
か
せ
な

い
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
台
湾
は
日
本
か
ら
近
い
地
域
で
あ
る
と
と
も

に
過
去
に
日
本
と
深
い
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
両

国
が
親
近
感
を
も
て
る
関
係
で
あ
り
、
建
設
関
連
を
含

め
多
く
の
日
系
企
業
が
進
出
し
て
い
る
地
域
で
も
あ
る
。

　

一
八
九
五
年
の
下
関
条
約
以
降
の
台
湾
で
は
、
治
水

や
交
通
網
の
整
備
等
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
日
系

の
建
設
会
社
が
携
わ
っ
て
き
た
と
い
う
長
い
歴
史
が
あ

る
が
、
一
五
年
ほ
ど
前
よ
り
台
湾
の
建
設
会
社
の
技
術

力
も
高
ま
っ
て
お
り
、
地
下
鉄
建
設
に
お
い
て
も
日
系

建
設
会
社
と
受
注
を
争
う
状
況
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

発
注
者
側
も
長
年
の
間
、
国
外
企
業
と
の
契
約
に
研
究

を
重
ね
て
き
て
お
り
、
施
主
と
取
り
交
わ
す
言
語
も
北

京
語
が
中
心
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
台
湾
に
進
出
す
る
海

外
企
業
に
と
っ
て
は
や
や
特
殊
な
対
応
を
要
求
さ
れ
る

地
域
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
と
は
い
え
、
日
本
の
高
度

な
建
設
技
術
が
し
ば
ら
く
の
間
は
ま
だ
ま
だ
力
を
発
揮

で
き
る
地
域
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。

終
わ
り
に

㍍
、
中
山
駅
部
一
七
三
㍍
、
新
設
北
門
駅
部
一
七
一
㍍

の
区
間
総
延
長
二
、九
〇
九
㍍
の
都
市
中
心
部
で
の
地

下
鉄
道
の
建
設
工
事
で
あ
る
。
特
に
板
南
線
分
岐
部
と

北
門
駅
の
間
で
は
台
湾
新
幹
線
直
下
で
の
シ
ー
ル
ド
掘

進
に
支
障
と
な
る
既
設
杭
や
連
続
壁
の
撤
去
作
業
、
北

門
駅
と
中
山
駅
の
間
で
は
同
様
に
掘
進
の
支
障
と
な
る

市
営
地
下
駐
車
場
の
基
礎
杭
の
撤
去
を
行
い
な
が
ら
の

非
常
に
難
易
度
の
高
い
施
工
を
行
っ
た
。

　

台
湾
は
中
華
人
民
共
和
国
と
の
関
係
か
ら
正
式
な
国

交
を
樹
立
し
て
い
る
国
で
は
な
く
、
中
華
人
民
共
和
国

政
府
と
は
異
な
る
行
政
シ
ス
テ
ム
で
統
治
さ
れ
た
自
由

経
済
圏
に
似
た
政
治
・
経
済
の
地
域
で
あ
る
。
台
湾
に

は
古
い
時
代
か
ら
台
湾
島
に
暮
ら
す
原
住
民
、
中
国
清

の
時
代
に
大
陸
か
ら
移
り
住
ん
で
き
た
内
省
人
、
中
国

台
湾
の
紹
介

工事で発掘した古跡を展示した北門駅コン
コース

周辺の環境に配慮した北門駅出入口
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台湾初のダクタイルセグメントを使用したシールドトンネル

台北地下鉄松山線CG590A工区路線図淡水線との乗り換え駅中山駅のホーム階


